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福田尚史先生 お世話になりました

２学年副担任として社会科を担当していた福田尚史先生が、今月末を
もって離任されます。授業はもちろんのこと、登校指導や給食指導など、
さまざまな場面で生徒達を支援・指導してくださいました。１０月から
は下野市で小学校の先生として勤務されるとのことです。半年間ありが
とうございました。

福田尚史先生よりご挨拶
半年間という短い期間でしたが、合唱コンクールや運動会、学年行

事に普段の授業など、楽しい思い出をありがとうございました。野木
中で過ごした時間を大切にして、次の学校でも頑張りたいと思います。
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①服装（衣替え）について
今週から制服登校となりました。先週配付いたしましたお知らせの通り、１０月３１日（火）

までは移行期間として、夏・冬どちらの制服でもよい期間となっています。正しい服装で学校
生活が送れるよう、ご家庭におかれましても十分に話し合って、確認およびご指導をお願いい
たします。

②三者面談について
本日、三者面談のお知らせを配付いたしました。保護者の皆様との面談で学校生活や学習の

様子などについて話し合い、今後の指導に役立てたいと考えております。
希望日時の提出が１０月１０日（火）までとなりますので、期限内のご提出をお願いいたし

ます。お忙しい中とは思いますが、ご協力よろしくお願いいたします。

【期日】１０月２７日（金）・３０日（月）・１１月１日（水）・２日（木）・６日（月）・７日（火）

③潤心祭（学校祭）について
１０月２０日（金）に潤心祭を実施いたします。昨年同様「総合的な学習の時間」で取り組

んでいる講座別活動の発表が中心となりますが、今年度は日頃の学習の成果も見ていただける
よう、各学級での展示も予定しております。
昨年とは違う講座に所属し、新しいことに挑戦している生徒、また、同じ講座を選び、昨年

の経験を生かしながらさらに課題を追究する生徒など、目標をもって選んだ講座でそれぞれが
潤心祭に向けて活動に励んでいます。ぜひご参観ください。

SNSトラブルについて考える

インターネットが普及し、私たちの生活は便利で効率的なものへと変化しました。しかし、
利便性が高まった一方で、例えば、インターネットを通して生徒が犯罪に巻き込まれ被害に遭
ってしまったり、生徒自らがインターネット上に不適切な情報を発信し加害者になってしまっ
たりするなど、様々な問題が発生していることも事実です。
野木中でもＳＮＳによるトラブルや相談が数件報告されています。操作方法を知っていれば

誰もが参加できるネットの世界だけに、その責任の重さを理解させる大人の存在が必要です。
学校におきましても情報モラル教育を推進しておりますが、通信機器に関しましては家庭での
利用が大半を占めます。ぜひご家族で話題にしていただき、利用方法とともに、情報を発信す
る際の約束事なども、改めて確認していただければと思います。

【不適切な情報発信によるネットトラブル事例】

◆小学生Ａが、LINEに友人Ｂの実名とＢの好きな児童の名前を書き込んだことから、トラ
ブルになった。

◆中学生Ｃが、同じクラスのＤの顔写真を無断で掲示板に載せた。
◆小学生Ｅが、同じクラスのＦとケンカになった。Ｅはケンカしながら、その様子を携帯
音楽プレーヤーを使って動画撮影していた。その後、それを集団でＦをいじめているよ
うな動画に編集し、動画配信サイトに掲載した。

栃木県教育委員会『ネットトラブル事例とその予防』より

匿名による安易な投稿が誰かの心を傷付けたり、場合によっては犯罪につながったりします。
また、誰かの写真や動画を無断で撮影すれば、インターネットに掲載しない場合でも、「肖像
権の侵害」となります。一度ネット上に広まってしまったことは、完全に消えることはありま
せん。未来の自分のためにもＳＮＳは考えて使うことが大切です。


